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青少年教化推進者のつどい 

「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」 
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１．はじめに                           

  本ガイドラインは、親鸞聖人御誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法要記念

「青少年教化推進者のつどい」の開催において、新型コロナウイルスへの感染リ

スクの軽減を図るとともに、参加者及びスタッフ等の関係者が遵守する事項を定

めるものであります。 

規定する具体的な方策は、感染を予防するため、手洗いや手指の消毒、原則マ

スクの着用（特別な事情のある場合を除く）、換気等、基本的な感染対策の実践

を前提としたものです。 

つどい参加にあたっては、本ガイドラインを熟読、周知のうえ、個人の感染予

防にとどまらず、本協賛事業に関わる全ての感染リスクを最小限にとどめること

を目的として、感染対策を実施させていただきます。 
 

２．つどい参加にあたって                      

（１）基礎疾患のある方や健康状態に不安がある場合は、医療機関にて予め医師

に相談し、参加いただくものといたします。また、開催にあたっては、参

加する全ての方に周知し、健康状態に問題がないことを確認のうえ、参加

いただくものとします。 

（２）次の項目に該当する場合は、参加できないものといたします。 

① 感染が陽性判定もしくは濃厚接触者に該当する方。（罹患者と同居あ

るいは長時間の接触があった方） 

② 参加当日、発熱症状がある方。 

（３）参加当日までに次の①～③に該当する場合は、医療機関を受診し、医師の

判断を仰いでください。 

① つどい参加３日前から当日までの間に、３７．５度以上の発熱や平熱

よりも１度以上高い状態が続く場合。 

② 軽い風邪症状（のどの痛み、せき）及び味覚・嗅覚に違和感がある場

合。 

③ 同居家族等に感染が疑われる方がいる場合。 

（４）参加当日、下記の通り検温を実施するうえから、係員の指示に従ってくだ

さい。 

① 御影堂入堂前もしくは会場到着時、職員・関係スタッフによる検温を

行い、３７．５度以上の発熱がある場合は、医療スタッフの指示に従
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ってください。 

３．交流会開催について                      

（１）交流会については、新型コロナウイルス感染症対策認証店である、リーガ

ロイヤルホテル京都を利用します。 

（２）会場入り口にて検温を行い、３７．５度以上の発熱がある場合は参加でき

ないものとします。 

（３）つぎ交わし（ソフトドリンクを含む）の禁止、飲食時以外のマスク着用を

徹底します。黙食を励行ください。 

（４）飛沫拡散防止のため、大声での会話は控えてください。 
 

４．参加者の予防措置について                   

ガイドラインに記載の各項目を遵守して、自己の感染予防に取り組んでくださ

い。また体調不良の場合は、職員・関係スタッフに直ちに連絡ください。 

（１） 原則マスクを着用し、咳エチケットを心掛けるとともに、こまめな手指消

毒を行ってください。 

（２） 飛沫拡散防止のため、大声での会話は控えてください。 

（３） 飲食時においては黙食を励行ください。 
 

５．職員・関係スタッフにおける予防措置について          

ガイドラインに記載の各項目の内容を遵守して、自己及び参加者の感染予防に

取り組み、啓発することとしております。 

（１） 検温記録作成のうえ、必ず体調管理について所属長に報告すること。 

（２） 体調不良の場合は所属長の指示に従うこと。 

（３） マスクを着用し、咳エチケットを心掛け、室内の換気に注意すること。 

また、こまめな手指消毒を徹底する。 

（４） 各施設内のドアノブ、手すり等、不特定多数の人が接触する場所の消毒を 

徹底する。 
 

６．関連施設における予防対策                   

（1）リーガロイヤルホテル京都 

① 原則マスクを着用する。 

② 会場・部屋等の清掃、換気を徹底する。 

③ 施設備品の消毒を徹底する。 
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④ アルコール消毒液を各所に配置して手指消毒を徹底する。 

⑤ 施設内での案内等のアナウンスは、大声による飛沫拡散を防止する

ためマイク等を使用する。 

⑥ 各施設における感染予防ガイドラインがある場合は、それに従う。 

（２）その他 

① 本ガイドラインに記載されていない不測の事態が生じた場合は、 

教化本部教化部にて対応する。 

② 喫煙場所での喫煙は対面せず、会話は控える。 

 

７．つどい当日において罹患が疑われる方が出た場合の対応      

（１）参加者・講師の場合 

① 速やかに救護室または職員・関係スタッフへ連絡し、医療スタッフ

の指示に従ってください。 

② 教化本部教化部において情報を整理し、関係各所へ連絡いたしま

す。 

（２）職員・関係スタッフの場合 

    ① 救護室又は所属長へ連絡し、医療スタッフの指示に従うこと。 

※上記対応にかかる職員は、保健所及び医療機関等の指示に従うとともに、罹患

者・濃厚接触者との関わりを含め、感染経路及び濃厚接触に該当する者を特定す

るための情報を整理してください。また、マスク、手袋着用等の感染防止対策を

十分に講じたうえで、対応にあたってください。 
 

８．つどい参加後に罹患者が発生した場合の対応            

（１）参加者・講師の場合 

① つどい参加後、３日以内に感染が確認された場合は、直ちに教化本部

教化部まで連絡してください。 

② 教化部において情報を整理し、関係各所へ連絡いたします。 

③ ホームページに情報を掲載して、周知いたします。 

（２）職員・関係スタッフの場合 

① つどい終了時から、３日以内に感染が確認された場合は、直ちに教化

部長まで連絡してください。 

② 教化部において情報を整理し、関係各所へ連絡いたします。 

③ ホームページに情報を掲載して、周知いたします。     以 上 



4 

 

      

 


